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イレッサ：副作用１６３１人に ６４３人が死亡－－厚労省 

 副作用が問題となっている肺がん治療薬「ゲフィチニブ」（商品名・イレッサ）について、厚生労働省は２

６日、販売を開始した０２年７月から今年３月末までの副作用結果を公表した。間質性肺炎や急性肺障

害の副作用を起こした人は１６３１人に上り、６４３人が死亡した。欧米ではイレッサの使用禁止が広がっ

ているが、厚労省は、製薬会社が実施した臨床試験で、東洋人に関する効果が認められたと結論付け、

使用を継続している。 
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